
教 科 名 工学基礎実験 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第１学年 全 全 ２ 単位 必修 
通年  

２ 時間/週 
６０時間

担 当 教 員 

【常勤】 （内線， E-mail: ----@hakodate-ct.ac.jp）  

生産システム工学科： 

山田誠（6408, myamada）, 古俣和直（6410, furumata ）, 川上健作(6402, kawakami) 

木村 彰(6424,kimura), 高田明雄（6428,takada）, 三島裕樹（6421,mishima）, 山田一雅(6430,yama)， 

今野慎介（6449, skonno），後藤等（6448,gotoh)， 高橋直樹（6447,takahashi） 

物質環境工学科： 

清野晃之(6462,tseino), 鹿野弘二(6461,shikano), 上野孝(6476,ueno), 松永智子(6463, smatsu) 

社会基盤工学科： 

澤村秀治（6489, sawamura）,宮武誠（6484, miyatake）, 平沢秀之（6390, hide），渡辺力(6488, cwatan) 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

技術者として必要な次の1)～7)に示す基礎知識を得るために，それぞれ4回実施する 

1)工学実験を行う上での心構え，報告書の作成方法， 

2)ものづくりにおいて工作するための安全知識，意志を伝達するための図面に関する知識， 

3)図面を作成する道具であるCADを使用するための知識， 

4)電気を扱う上での基礎技術，安全知識，  5)コンピュータを使うための基礎知識， 

6)化学薬品を扱う上での器具取り扱い，安全知識， 7)水，構造物に関する基礎知識。 

それぞれの実験・演習の概念や方法の意味を理解し，それらの知識を必要に応じて活用できる（理解レベ

ルLevel2）ことを目標とする。 

学校教育目標 A, B， C 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 プリント 

補助教材等   

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   60  40   100 

知識の基本的な理解   60  40   100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

各テーマにおいて，次の事項を基準に評定される。 

1) レポート 70%，実技 30%,   2)レポート 50%，成果品 50%,  3)実技・実施報告 100%， 

4) レポート 60%, 成果品実技 40%,  5) レポート 40%,成果品実技 60%,  

6)  レポート 100%,   7) レポート 100%   

これらを総合したものが上記達成度評価表である。それぞれのテーマでの評点は 100/7 となる。 

・どのテーマにおいても，教員の指示に従って実験を行うこと。 

・事前にテキストを読み、その回で行う作業内容を把握しておくこと。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 授業ガイダンス          <大講義室> 工学における実験の重要性を理解できる  

2 計算演習                  <HR> 四捨五入や有効桁のルールを理解し，計算できる  

3 レポートの書き方                 <HR> 実験等のレポートの基礎的な書き方を理解し作成できる。  

4 共通課題実験（工学的実験の手順） <HR> 実験の手順を理解しレポートにまとめることができる。  

5 計測・工作と安全     <HR><実習工場>

ノギス，マイクロメータなどの計測機器の使い方を習得し，安

全作業を理解し，簡単な工作機械・工具を使って加工を行

うことができる。 

 

6 
工作と安全               <実習工場> 安全作業を理解し，簡単な工作機械・工具を使って加工を

行うことができる。 
 

7 図学（立体図，展開図，投影図）    <HR>
等角図作図法，展開図作図法，投影法を習得し，立体のイ

メージおよび 2 次元図として表眼できる。 
 

8 スケッチ図                      <HR> 身近な物のスケッチ図を作成できる。  

9 CAD 操作演習 1     <HR><CAD 演習室> ２DCAD の操作法を習得し，CAD を使って作図できる。  

10 CAD 操作演習 2         <CAD 演習室>  

11 CAD 作図演習 1         <CAD 演習室> CAD を使って簡単な機械や構造物の製作図,電気回路等

を作成できる。 

 

12 CAD 作図演習 1         <CAD 演習室>  

13 
電気電子の安全や結線などの基礎 

<HR><電気電子工学科実験室 1,3> 

電気の安全な扱い方を理解し，実験で実践できる。 

基本的な結線のルールを理解できる。 
 

14 
はんだ付けの練習 

<電気電子工学科実験室 1,3>
安全にプリント基板に部品をはんだ付けできる。  

15 

オームの法則の実験 

(計器の読み方，テスターの使い方を含む) 

<電気電子工学科実験室 1,3>

オームの法則を実験的に確認できる。  

16 

LED と電球の比較実験 

(計器の読み方，テスターの使い方を含む) 

<電気電子工学科実験室 1,3>

LED と豆電球の実験を通して，消費電力について理解する

事ができる。 
 

17 追実験・レポート指導   

18 

コンピュータのハードウェア構成 

(PC の概要, PC への取り付け方法) 

<HR><3F 情報基礎実験室>

・PC を構成する装置の機能を理解し、説明できる。 

・PC を構成する装置を識別できる。 

・PC を構成する装置を取り付けることができる。 

 

19 
オペレーティングシステム（OS） 

<3F 情報基礎実験室>

・OS の役割について説明することができる。 

・OS インストール方法を理解し、説明できる。 
 

20 
コンピュータ利用のための設定 

<3F 情報基礎実験室>

・アプリケーションのインストール方法、アンインストール方法

を理解し、説明できる。 

・ネットワーク利用の設定方法を理解し、説明できる。 

・システム安全利用の設定方法を理解し、説明できる。 

 

21 外部機器の利用  <3F 情報基礎実験室> ・外部機器を利用するための手順を説明できる。  

22 
化学実験ガイダンス         

<HR><基礎物質工学実験室> ※上靴準備

・試薬の特徴やガラス器具類の取扱いを理解できる 

・実験室における安全の意識やマナー（服装，試薬の基本

的な取扱い，廃液の扱いなど）を理解できる 

 

23 
化学基礎実験             

<基礎物質工学実験室> ※上靴準備

・試薬の調製や化学反応を理解できる 

・海，川，水道水の水質検査・基準について説明できる 
 

24 
微生物実験ガイダンス       

     <基礎物質工学実験室> ※上靴準備

微生物の基本操作（培地の調製，滅菌の方法，微生物の培

養など）を理解できる 
 

25 
微生物基礎実験 

     <基礎物質工学実験室> ※上靴準備

・微生物実験用試薬と器具の適切な取扱いができる 

・コロニーのカウント法を理解し，微生物の数を計測できる 
 

26 構造物に作用する力と変形     <HR> 

境界条件(固定・自由・ヒンジ)を理解し、梁－柱構造に力が

作用するときの変形状態や構造の弱点を直感的に理解で

きる。 

 

27 構造実験１       <コンクリート実験室>
コンクリートの破壊実験を行い，力と応力度の関係，材料強

度について理解できる． 
 

28 構造実験２              <創造工房>
単純梁に力を与える実験を行い，力の釣合，支点反力，モ

ーメントについて理解する． 
 

29 水理実験              <創造工房> 水圧の原理(静水圧・浮力)について理解できる．  

30 追実験・レポート指導   

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 工学リテラシー (Engineering Literacy)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数 

第 1 学年 全学級共通   2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 

【常勤】 （内線， E-mail: ----@hakodate-ct.ac.jp）  

生産システム工学科機械コース(M)： 山田 誠（6408, myamada）、本村真治（6409, honmura ） 

生産システム工学科電気電子コース(E)： 柳谷俊一（6423, yanagiya）、湊 賢一（6427, minato） 

生産システム工学科情報コース(J)： 佐藤恵一（6446, keiichi）、太刀川寛（6445, tatikawa） 

物質環境工学科(C)： 小原寿幸（6467, obara）、小林淳哉（6468, kobayasi） 

社会基盤工学科（Z）： 渡辺力（6488, cwatan）、宮武誠（6484, miyatake）、小玉齋明（6483, kodama） 

           佐々木恵一（6498,sasaki）、山崎俊夫（6482,toshi_ya） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

 生産システム工学科機械コース・電気電子コース・情報コース、物質環境工学科および社会基盤工学科のどの分野

の学問も我々の生活を豊かにするための工業製品の開発、ならびに地球環境の保全のための技術の開発に多大なる貢

献をしている。本講義では、これらのどの分野においても最低限必要となる基礎的知識と基礎技術の修得を目標とし、

各工学分野における科学・技術の重要性を理解する。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 プリント配布 

補助教材等 

（著者名、出版

社） 

機械コース：「図解ものづくりのためのやさしい機械工学」（門田和雄,技術評論社）ISBN4-7741-1177-5 C3053 

電気電子コース: 「電気が一番わかる」（福田京平、技術評論社） 

情報コース：「情報処理システム入門第２版」（浦昭二・市川照久、 サイエンス社） 

物質環境工学科：「初めての化学」（井上祥平、化学同人）、「感動する化学」（日本化学界、東京書籍）  

社会基盤工学科： 「土木へのアプローチ（第３版）」（椹木亨、技報堂出版） 

達 成 度 評 価 

          評価方法 

  

指標と評価割合 

定期試験 小テスト レポート
口頭 

発表 

成果品

実 技

ポート

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   100     100 

知識の基本的な理解   100     100 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性（人間力）         

主体的・継続的な学習意欲と創造

的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

○学習上の留意点および助言： 個別の知識の暗記に終始するのではなく、基本的事項の理解を深めるように心がけること。当たり前

のことであるが、授業をしっかりと聞き、ノートをしっかりととるとともに、復習を必ず行うこと。双方向授業を心がけるので、疑

問な点はどんどん質問してほしい。 

○関連する科目： 工学基礎実験、情報処理基礎 

○事前の準備： どの分野においても中学校で履修した理科ならびに技術の知識を前提とするので、既習の事項を十分に理解した上で

授業に臨むこと。 

 

 

 



講義の明細  （各クラス、分野（M,E,J,C,Z）毎にローテーションする。 

No. 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

M1 機械工学の概要 機械の定義および機械工学の学習内容を理解できる。  

M2 
製図の基礎(1) 図面の役割、製図の規格および投影法を理解し、投影図を作成でき

る。また、寸法記入の概要を理解できる。 
 

M3 
製図の基礎(2) 立体図示法および展開図を理解し、投影図から立体をイメージでき

る。 
 

M4 
製図の基礎(3) 寸法公差、はめあい、幾何公差および面の肌の図示法の概要を理解

し、説明できる。 
 

M5 加工の基礎(1) 代表的な工作法および工作機械の特徴を理解し、説明できる。  

M6 
加工の基礎(2) 製図および加工の基礎知識に関する理解度を自己評価し、学習に活

かすことができる。 
 

E1 電気電子のキホン！～直流と交流～ 電気電子技術の役割と直流・交流の特徴を理解できる。  

E2 オームの法則と消費電力 オームの法則と消費電力について理解できる。  

E3 発電の仕組み 火力発電や原子力発電などの特徴について理解できる。  

E4 発電に関する実験 発電に関する実験を通して発電の仕組みを理解できる。  

E5 磁石について モーターに使われる磁石や電磁石の特徴を理解できる。  

E6 電波について テレビや携帯電話に使われる電波について理解できる。  

J1 情報技術とは 情報技術者像を理解するとともに学習目標を理解する。  

J2 コンピュータの基本構成 
コンピュータの基本構成の各装置および OS の種類や役割を理解す

る。 
 

J3 コンピュータ内部のデータ表現 
基数変換を理解する。文字・数値・画像データのコンピュータ内部の

表現を理解する。 
 

J4 バスとインタフェース PC の初歩的なバス構造を理解する。各種インタフェースを理解する。  

J5 ネットワーク基礎 1 
ネットワークのプロトコルを理解する。TCP/IP の概要と 4層構造を

理解する。 
 

J6 ネットワーク基礎 2 
IP アドレス、URL を理解する。インターネット利用上のセキュリティ

を理解する。 
 

C1 科学と技術の発展「物質工学技術の始まり」 現代文明社会における物質工学の重要性を理解できる。  

C2 ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰの基礎 (1)（食・医） ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰの食糧・医療における重要性を理解できる。  

C3 ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰの基礎 (2)（環境･ｴﾈﾙｷﾞｰ） ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰが環境・資源ｴﾈﾙｷﾞｰ問題を解決する事を理解できる。  

C4 身の回りを支える材料(1) ｾﾗﾐｯｸｽ･金属・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの製造法、機能、特徴を理解できる。  

C5 
身の回りを支える材料(2)         持続可能性に配慮したｾﾗﾐｯｸｽ・金属・ﾌﾟﾗｽﾁｯの開発について理解して

いる。 
 

C6 
物質工学技術の重要性 科学と人間生活の間の課題を理解し、その解決策への科学的な考えを

まとめることができる。 
 

Z1 
社会基盤整備の発展 

（はじまりは古代ローマから） 

社会基盤工学の概要，歴史，現況および将来の方向性を理解でき

る。 
 

Z2 力学と設計の基礎 構造設計のための構造力学・材料力学の概要が理解できる。  

Z3 流体の基礎 流体の運動（水理学・流体力学）の概要が理解できる。  

Z4 地学と地盤の基礎 地学の概要，構造物を支える地盤の概要が理解できる。  

Z5 都市計画の基礎 土地利用や街づくりの概要が理解できる。  

Z6 
デザインの基礎 景観デザイン，空間デザイン，ユニバーサルデザインの概要が理解で

きる。 
 

総 講 義 時 間 数 60 時間 

 



教 科 名 情報処理基礎 （Computer & Network Literacy） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 1 学年 全学級共通  履修 2 単位 必修 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】 宮崎 真長   （内線，6373，E-mail: miyazaki）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

①技術者として必要なコンピュータに関する基礎的知識を修得する。②ネットワークを使用する際のモラル

（倫理）やマナーを修得する。③タッチタイピングの技能を修得する。④ワープロソフトと表計算ソフトの基礎的

な使用法を修得する。⑤コンピュータを利用したプレゼンテーションを行うために必要なプレゼンテーションソ

フトの基礎的な使用法を修得する。これらの知識を専門分野の中で使いこなすレベルを目標とする。 

学校教育目標 C 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
できる Word&Excel&PowerPoint2010（インプレスジャパン） 

 

補助教材等 
配布プリント 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 25   10 65   100 

知識の基本的な理解 15    65   80 

思考・推論・創造への適用力 5       5 

汎用的技能    5    5 

態度・志向性(人間力) 5       5 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
   5    5 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

◎本講義では技術者として必要不可欠なコンピュータの基礎知識や基本的技能（ワープロ、表計算、プレゼンテーション、タッ

チタイピング）、ネットワークを使用する際の基礎用語、使用する際のモラル（倫理）やマナーについて学習する。 

◎講義に入る前の準備として、シラバスを使って授業の概要について説明を行う。 

◎実習形式の講義を伴うので、以下の点について特に留意すること。 

・遅刻・欠席・欠課をしない。 

・忘れ物をしない。 

・教員の指示に従い、勝手な操作はしない。 

◎評価方法について  

課題はすべて提出しなければならない。期限を遅れて提出する場合や再提出をうけた場合、課題の評価は減点になる。 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 1,ガイダンス(１h)、 

 

2,コンピュータの基礎(8h) 

(1) コンピュータの種類とハードウェア 

(2) コンピュータの演算方法 

(3) ソフトウェアについて 

 

3,ネットワークの利用に関するマナー(5h) 

(1) ネットワークの基礎 

(2) LAN 使用時のマナー及び注意点 

(3) 学内 LAN の使用方法 

シラバスから授業概要,評価方法,注意事項を理解できる 

 

 

コンピュータの種類や主要な構成装置を説明できる。２進

法を理解し、１０進法と２進法の間での換算ができる。ソフ

トウェアとハードウェアの関係について説明できる。 

 

 

ネットワークに関する基礎用語および利用形態を説明で

きる。ネットワークを使用する際のエチケットを説明できる。

学内 LAN を使用する際のエチケットを説明できる。 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験  

9 答案返却・解答解説(1h) 

4, Windows の使用法(3h) 

5, タッチタイピング(2h) 

6, ワープロソフト(6h) 

解説を通じて、自分の間違った箇所を理解できる。 

OS を用いてファイル管理、画面管理等ができる。 

タッチタイピングの基本技術を修得する。 

ワープロソフトの基本的な使用方法を修得する。 

・簡単な図を作成できる。 

・表を作成できる。 

・数式を記述できる。 

・ビジネス文書作成上のポイントを理解し、それに則した

文書を作成できる。 

 

10 

11 

12 

13 

14 

   

15 7, 表計算ソフト(8h) 表計算ソフトの基本的な使用方法を修得する。 

・セルの番地と参照関係（相対参照・絶対参照）を理解す

る。 

・セルの番地を使った数式を扱える。 

・関数を利用することができる。 

・グラフを作成できる。 

 
16 

17 

18 

19 8, 課題作成(6h) ワープロソフトと表計算ソフトを用いて、課題を作成でき

る。 

 
 

20 

21 

22 

23 後期中間試験   

24 9, プレゼンテーションソフト(12h) 

(1) プレゼンテーションの基礎 

(2) 基本操作 

(3) 課題作成と発表 

プレゼンテーションソフトの基本的な使用方法を修得す

る。 

・発表資料を作成できる。 

・テーマにそった発表資料を作成し、発表することができ

る。  

25 

26 

27 

28 

29 

    

30 講評 プレゼンテーションに対する講評から、改善点がわかる。  

総 講 義 時 間 数 60 時間

 


